
タ
イ
に
お
け
る
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
（O

ne Tam
bon O

ne 

Product
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Tam

bon

は
県
、
郡

に
次
ぐ
行
政
単
位
で
、
二
村
以
上
か
ら
成
る
）
は

二
○
○
一
年
か
ら
、
タ
ク
シ
ン
前
首
相
率
い
る
愛

国
党
政
権
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
た
。
全
般
的
に

は
大
分
県
の
一
村
一
品
運
動
を
模
範
と
し
つ
つ
、

中
央
政
府
の
全
面
的
支
援
に
よ
る
地
方
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
、
独
自
の
方
法
も
用
い
た
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
方
産
品
の
知
名
度
向
上

や
売
上
増
加
、
そ
し
て
有
望
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
企

業
家
の
育
成
な
ど
、
目
に
見
え
る
成
果
を
短
期
間

で
達
成
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
「
成
功
」
を
背
景
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
国
内
で
高
い
支
持
を
受
け
、
ま
た
国
外
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
き
た
。
一
方
、
基
盤
の
脆
い

生
産
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
恩
恵
を
受
け
に
く
く
、

生
産
者
以
外
の
住
民
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
過
程

か
ら
疎
外
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
は
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
公
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
「
光
」
と
「
影
」
の
両
側
面
を
概
観
し
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域
振
興
策
と
し
て
の
意
義
を

考
え
る
。

●
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
は
？

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
は
タ
イ
各
地
の
特
産
品
と
み
な
さ
れ

る
製
品
で
、
そ
の
生
産
者
（
個
人
、
村
の
グ
ル
ー

プ
、
中
小
企
業
な
ど
）
が
、
政
府
の
定
め
た
手
順

に
従
い
登
録
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
二
○
○
六

年
の
数
字
で
は
三
万
五
一
七
九
製
品
が
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
登
録
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
混
同
さ
れ
が
ち
な
の
が
、Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

製
品
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン（O

T
O

P
 P

roduct C
ham

pion

＝
Ｏ
Ｐ
Ｃ
）
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
中

か
ら
、
輸
出
に
見
合
う
品
質
、
生
産
量
・
品
質
の

一
定
さ
、
消
費
者
に
満
足
の
い
く
水
準
、
製
品
の

由
来
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
政
府
が
定
め
た
基
準

に
よ
り
、
三
〜
五
星
に
格
付
け
さ
れ
た
製
品
を
指

す
。
二
○
○
四
年
時
点
で
は
、
七
四
五
○
製
品
が

Ｏ
Ｐ
Ｃ
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

●
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
の
背

景
と
実
施
体
制

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
も
そ
も
、
二
○

○
一
年
の
総
選
挙
の
際
に
、
草
の
根
主
義
を
主
張

す
る
愛
国
党
の
選
挙
公
約
の
一
環
と
し
て
提
示
さ

れ
た
。
同
年
に
成
立
し
た
タ
ク
シ
ン
政
権
は
「
二

本
立
て
の
政
策
」
の
名
の
下
、
タ
イ
の
国
際
競
争

力
強
化
と
内
需
拡
大
・
草
の
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
の
両
立
を
目
指
し
た
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
と
く
に
後
者
を
主
眼
と
す
る
緊
急
支
援
政
策

の
一
つ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

一
村
一
品
運
動
、
お
よ
び
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
導
入
の
背
景
に
は
、
地
域
づ
く
り
を
通
じ
た

村
落
・
都
市
部
間
格
差
緩
和
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通

じ
た
住
民
主
導
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
と
い
う

課
題
に
加
え
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
住
民
に
受
け
入
れ
や

す
い
形
で
実
行
に
移
せ
る
行
政
側
指
導
者
の
存
在

（
大
分
で
は
平
松
前
知
事
、
タ
イ
で
は
タ
ク
シ
ン

前
首
相
）
や
、
そ
れ
を
支
え
る
組
織
的
資
金
的
基

盤
と
い
っ
た
共
通
要
素
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
、「
ロ
ー
カ

ル
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
」、「
自
主
自
立
と
創
意
工

夫
」、「
人
づ
く
り
」
の
三
つ
の
理
念
、
お
よ
び

「
草
の
根
主
導
、
政
府
は
側
面
支
援
」
と
い
う
原

則
は
大
分
の
事
例
に
倣
う
と
同
時
に
、
タ
イ
の
国

家
開
発
五
カ
年
計
画
、
そ
し
て
愛
国
党
政
権
の
国

家
開
発
方
針
に
も
合
致
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
二
つ
の
事
例
に
は
、
と
く
に
草

の
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
方
自
治
体
、
中
央
政
府

の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
、
明
ら
か
な
相
違
点
も

タ
イ
に
お
け
る
地
域
振
興
策
と
し
て
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特集／一村一品運動と開発途上国
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特集／一村一品運動と開発途上国

見
ら
れ
る
。
一
村
一
品
運
動
は
県
の
政
策
で
あ
り
、

平
松
前
知
事
が
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
見
出
し
た

そ
の
原
型
は
、
地
域
づ
く
り
は
土
地
の
人
々
の
た

め
、
そ
の
推
進
に
は
中
央
政
府
へ
の
対
抗
も
辞
さ

な
い
と
い
う
大
山
や
由
布
院
の
事
例
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
草
の
根
の
主
体
的
な
動
き
に
県
が
補

足
す
る
か
た
ち
で
、
長
い
目
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
に
主
眼
が
置
か
れ
た
。

一
方
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
中
央

集
権
が
長
く
続
く
タ
イ
で
、
一
九
九
○
年
代
よ
り

加
速
化
の
兆
し
を
み
せ
た
地
方
分
権
へ
の
動
き
を

翻
し
、
権
力
一
極
化
を
図
っ
た
愛
国
党
政
権
の
政

治
的
意
図
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
同
政
権

は
、
裾
野
の
広
い
支
援
を
行
う
と
い
う
姿
勢
を
草

の
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、

国
民
全
体
に
向
け
て
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
製
品
総

合
売
上
と
登
録
数
増
加
と
い
う
目
に
見
え
る
成
果

を
顕
示
す
る
こ
と
で
、
有
権
者
の
幅
広
い
支
持
の

確
保
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
歴

史
的
に
弱
い
傾
向
に
あ
っ
た
草
の
根
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
奨
励
、
推
進
す
る
と
い
う
長
期
的
取
り

組
み
よ
り
も
、
前
首
相
を
頂
点
と
す
る
か
た
ち
で

政
府
支
援
体
制
を
一
元
化
し
、
短
期
間
で
目
に
見

え
る
成
果
を
達
成
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
政
府
機
関
が
各
々
に
行
っ
て
い
た
地
方
産

品
生
産
支
援
に
つ
い
て
は
、
省
庁
間
協
調
を
強
化

す
る
名
目
で
、
首
相
府
直
轄
の
国
家
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運

営
委
員
会
と
、
技
術
分
野
・
行
政
単
位
ご
と
の
小

委
員
会
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
支
援
戦
略
、

項
目
、
期
間
な
ど
を
明
記
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
計
画
書
、
お
よ
び
特
定
予
算
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
包
括
的
管
理
は
、
国
家
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
営
委
員
会

に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
体
制
の
下
、
中
央
政

府
は
側
面
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
強
い
指
導
力
を

も
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽
引
し
た
。一
方
、「
草

の
根
主
導
」
の
基
盤
と
さ
れ
る
村
、
タ
ン
ボ
ン

（Tam
bon

）
で
は
新
た
な
組
織
は
設
け
ら
れ
ず
、

既
存
の
タ
ン
ボ
ン
管
理
機
構
（Tam

bon A
dm

in-

istrative O
rganisation

＝
Ｔ
Ａ
Ｏ
）
と
公
聴
会
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
住
民
参
加
を
促
す
と
さ
れ
た

（
図
１
）。

こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
な
の
は
、
筆
者
が
聞
き
取

り
を
行
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
く
で
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
以
前
よ
り
、
労
働
力
、
原

材
料
供
給
、
デ
ザ
イ
ン
、
市
場
と
い
う
側
面
に
お

い
て
、
地
方
産
品
生
産
へ
の
住
民
の
関
り
が
限
ら

れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
住
民
参
加
に
基

づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
意
見
交
換
の
場
の
提
供
と
い
う
Ｔ
Ａ
Ｏ
、

お
よ
び
公
聴
会
の
本
来
の
機
能
も
、
限
ら
れ
て
い

た
。
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
体
制
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
具
体
的
措
置

が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
幅
広
い
住
民
参

加
や
草
の
根
主
導
の
促
進
が
、
実
際
に
は
二
次
的

に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
い
え
よ
う
。

●
地
域
振
興
策
と
し
て
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

前
述
の
よ
う
に
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

一
村
一
品
運
動
を
模
範
と
す
る
政
策
枠
組
み
が
維

持
さ
れ
つ
つ
も
、
大
分
と
は
違
う
タ
イ
の
状
況
に

即
し
た
解
釈
が
加
え
ら
れ
た
。「
草
の
根
主
導
、

政
府
は
側
面
支
援
」
と
い
う
立
場
が
逆
転
し
、
首

相
を
頂
点
と
す
る
中
央
主
導
体
制
が
確
立
さ
れ
た

の
は
、
そ
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
、
裾
野
の
広
い
地

域
振
興
策
と
し
て
の
意
義
を
、
そ
の
課
題
で
あ
る

格
差
緩
和
と
、
住
民
主
導
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
て
み
る
。

ま
ず
格
差
緩
和
で
あ
る
。
政
府
公
式
見
解
に
よ

れ
ば
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
全
体
の
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
そ
の
恩
恵
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
広
く
共
有
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ

た
。
し
か
し
実
質
的
に
は
、
政
府
支
援
の
直
接
対

象
は
地
方
産
品
生
産
者
に
限
ら
れ
た
。
こ
の
観
点

か
ら
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
緩
和
を
目
指
し
た

の
は
、
村
落
・
都
市
部
間
の
み
で
な
く
村
落
部
内

に
も
み
ら
れ
た
、
生
産
者
の
製
造
技
術
・
経
営
能

力
な
ど
の
格
差
で
あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

し
か
し
往
々
に
し
て
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
そ
の
導
入
当
初
よ
り
、
技
術
、
グ
ル
ー
プ

管
理
面
な
ど
で
弱
い
生
産
者
の
基
盤
強
化
と
い
う

成
果
の
見
え
に
く
い
支
援
よ
り
も
、
成
果
が
具
現

化
し
や
す
い
優
秀
、
有
望
な
生
産
者
へ
の
支
援
に

主
眼
が
置
か
れ
た
。
た
と
え
ば
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
と
い
う

「
ロ
ー
カ
ル
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
製
品
へ
の

付
加
価
値
付
け
と
品
質
改
良
が
強
調
さ
れ
、
Ｏ
Ｐ

Ｃ
製
品
生
産
者
に
は
、
政
府
公
式
見
解
で
は
支
援

対
象
外
で
あ
る
中
小
企
業
も
含
め
、
展
示
会
優
待

や
多
く
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
、
著
名
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
助
言
な
ど
の
支
援
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て

き
た
。
一
方
、
基
盤
の
脆
い
生
産
者
、
す
な
わ
ち
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Ｏ
Ｐ
Ｃ
基
準
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
に
手
の
届
か
な

い
生
産
者
は
こ
う
し
た
政
府
支
援
か
ら
取
り
残
さ

れ
が
ち
と
な
り
、
ま
た
彼
ら
の
生
産
基
盤
改
善
に

向
け
た
別
枠
の
支
援
策
も
、
と
く
に
は
設
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
生

産
奨
励
は
価
格
競
争
の
激
化
、
地
方
産
品
と
そ
の

模
倣
品
の
氾
濫
と
い
っ
た
状
況
を
招
い
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
以
前
よ
り
力

の
あ
っ
た
生
産
者
に
は
、
製
品
改
善
に
向
け
た
さ

ら
な
る
努
力
と
切
磋
琢
磨
を
促
す
契
機
と
も
な
っ

た
。
こ
う
し
た
生
産
者
は
ま
た
、
国
内
市
場
で
の

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
製
品
需
要
の
限
界
を
補
う
べ
く
政
府
が

模
索
し
た
都
市
部
・
海
外
市
場
拡
大
の
機
会
を
生

か
し
、
活
動
基
盤
と
顧
客
層
を
広
げ
て
き
た
。
一

方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
以
前
よ
り
基
盤
の
脆
か

っ
た
生
産
者
の
多
く
は
、
製
造
技
術
、
経
営
能
力

の
限
界
か
ら
、
同
様
の
問
題
に
直
面
し
て
も
そ
れ

ら
を
克
服
で
き
ず
、
新
た
に
提
供
さ
れ
た
機
会
を

生
か
す
足
が
か
り
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
般

的
傾
向
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
以
前
よ
り

基
盤
の
脆
い
生
産
者
が
さ
ら
に
取
り
残
さ
れ
る
状

況
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
方
産
品
生
産

者
間
の
格
差
は
、
緩
和
よ
り
む
し
ろ
拡
張
さ
れ
る

様
相
を
呈
し
て
い
る
。

次
に
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
、
モ
ノ
づ

く
り
を
通
じ
た
住
民
主
導
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

へ
の
寄
与
と
い
う
課
題
を
考
え
る
。
前
述
の
よ
う

に
草
の
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
導
入
以
前
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
と
住
民
全

体
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
生
産
効
率
、

グ
ル
ー
プ
管
理
や
販
路
拡
大
な
ど
の
経
営
戦
略
に

長
け
た
企
業
家
育
成
が
中
央
政
府
主
導
で
行
わ
れ

る
一
方
、
生
産
者
以
外
の
住
民
や
自
治
体
機
能
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
与
を
高
め
る
施
策
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主
自
立
を
促
す
取
り
組
み
が
欠

如
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
住
民
に
よ
る
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
製
品
の
選
択

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
へ
の

意
義
に
関
す
る
住
民
の
話
し
合
い
は
、
公
聴
会
で

行
わ
れ
る
と
さ
れ
た
が
、
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査

に
よ
る
と
、
公
聴
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
村
、
タ

ン
ボ
ン
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
央
の
指

示
を
受
け
た
各
省
庁
の
県
、
郡
事
務
所
担
当
官
が

生
産
者
と
直
接
連
絡
を
と
る
こ
と
も
多
く
、
Ｔ
Ａ

Ｏ
職
員
、
タ
ン
ボ
ン
長
、
村
長
を
は
じ
め
と
す
る

生
産
者
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
わ
り
は
限

ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
か
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
恩
恵
の
共
有
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
共
通
意
識
は
薄
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
生
産
者
リ
ー
ダ
ー
は
自
グ
ル
ー
プ
の

活
動
、
ま
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

全
体
に
有
益
と
考
え
る
の
に
対
し
、
村
長
、
タ
ン

ボ
ン
長
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
職
員
や
公
聴
会
議
長
は
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
政
策
と
し
て
は
よ
い
が
自
村
で
は

そ
の
恩
恵
は
生
産
者
が
独
占
、
と
い
う
見
解
が
目

立
っ
た
。

前
述
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
る
と
、
タ
イ
政
府

が
大
分
か
ら
「
学
ん
だ
」
の
は
、
長
期
的
で
広
範

中央

議長／事務局

国家OTOP運営委員会 商務大臣／首相府

OTOP調整委員会（首相府）

小
委
員
会

運営 商務大臣／中小企業推進局

生産促進 農業組合省

マーケティング推進 商務省

製品基準 工業省

地域 内務省

県 県OTOP小委員会 県知事／コミュニティ開発局県事務所長

郡 郡OTOP小委員会 郡長／コミュニティ開発局郡事務所長

タンボン・村
TAO

公聴会

図 1　OTOPプロジェクト実施体制
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特集／一村一品運動と開発途上国

な
地
域
づ
く
り
へ
の
姿
勢
よ
り
も
、
迅
速
に
成
果

を
明
示
で
き
る
モ
ノ
づ
く
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
モ
ノ
づ
く
り
の
促
進
は
、
住
民
主
導
型
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
寄
与
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

モ
ノ
づ
く
り
が
地
域
づ
く
り
か
ら
離
れ
が
ち
な
草

の
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
に
、
拍
車
を
か
け
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
一
村
一
品
運
動
が
「
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
」
の
地
域
づ
く
り
の
礎
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
輩

出
を
主
眼
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
性
と
恩

恵
の
共
有
を
優
先
し
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
外
の

要
素
を
意
識
し
た
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
基
準
に
沿
う
「
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
の
モ
ノ
づ
く
り
を
目
指
し
、
優
秀
、

有
望
な
生
産
者
対
象
の
企
業
家
養
成
が
強
調
さ
れ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
結
果
、
タ
イ
政
府
公
式
見

解
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
裾
野
の
広
い
地
域
振
興
策

と
し
て
は
、
限
界
を
呈
し
て
き
た
。

一
方
、
こ
こ
で
追
記
す
べ
き
な
の
は
、
前
述
の

よ
う
に
上
意
下
達
的
に
実
施
さ
れ
、
生
産
者
以
外

の
住
民
参
加
や
恩
恵
の
共
有
も
限
ら
れ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
イ
の
代
表
的
な
世
論
調
査
結

果
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
国
民
か
ら
概
ね
好
意
的
に
受
止
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
首
相
の
人
気

に
加
え
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
製
品
の
全
国
総
合

売
上
の
大
幅
な
伸
び
な
ど
の
目
に
見
え
や
す
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
が
、
大
々
的
に
広
報
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
主
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
多
く
の
国
民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
成

功
」
を
優
良
製
品
生
産
と
売
上
増
加
と
と
ら
え
、

広
範
な
地
域
づ
く
り
と
の
関
連
性
を
重
視
し
て
い

な
い
こ
と
も
、
そ
の
理
由
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
現
状
は
、
政
策
と
し
て
の
一
村
一
品

運
動
の
魅
力
と
と
も
に
、
現
実
に
は
導
入
す
る
側

の
政
治
制
度
・
社
会
経
済
的
背
景
と
政
府
指
導
層

の
思
惑
を
反
映
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
が
定
着

し
、
独
特
の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
、
ま
た
評
価
さ

れ
る
傾
向
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

●
今
後
の
展
望

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
五
年
目
に
タ
ク

シ
ン
政
権
は
、
政
府
支
援
を
漸
次
的
に
縮
小
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
民
間
企
業
の
主
導
を
高
め
る
、
と

い
う
方
針
を
発
表
し
た
。
こ
の
方
針
に
沿
っ
た
施

策
と
し
て
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
村
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（O

TO
P 

Village C
ham

pion

）
制
度
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
的
参
加
に
基
づ
く
観
光
と
工

芸
を
合
わ
せ
た
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
制
度
に
お
い
て
も
、

政
府
策
定
基
準
に
基
づ
く
優
良
村
の
選
考
、
支
援

に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
づ
く
り

の
主
要
課
題
は
旅
行
者
誘
致
と
な
っ
て
お
り
、
草

の
根
主
導
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
恩
恵
の
共
有

を
優
先
し
た
一
村
一
品
運
動
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
の
精
神
と
は
、
一
線
を
画
し
て
い
る
。

二
○
○
六
年
九
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
受
け
、
前

タ
ク
シ
ン
政
権
に
替
わ
り
成
立
し
た
ス
ラ
ユ
ッ
ト

政
権
は
、
そ
の
大
枠
を
維
持
す
る
か
た
ち
で
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
実
施
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
た
だ
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
い
う
呼
称
は

ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
は
残
す
も
の
の
、
地
方
産
品

に
つ
い
て
は
「
地
方
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
製

品
」（Local and C

om
m

unity Product

）と
改
名
し
、

さ
ら
に
市
場
ニ
ー
ズ
に
見
合
う
製
品
改
善
へ
の
支

援
に
力
を
入
れ
る
旨
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
振
興
策
と
し
て
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
タ
イ
国
外
か
ら
の
関
心
は

依
然
と
し
て
高
く
、
視
察
団
も
多
く
訪
れ
て
い
る
。

今
後
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域
振
興
策
と
し
て

の
意
義
を
伝
え
て
い
く
に
は
、
数
々
の
目
に
見
え

る
成
果
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
そ
の
「
光
」
の
部

分
の
み
で
な
く
、「
影
」
の
部
分
も
公
正
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
は
、
優
秀
、
有
望
な
生
産
者
の
「
成
功
」

が
生
産
者
全
体
の
技
術
や
意
識
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
生
産
者
の
得
た
恩
恵
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体

に
広
ま
る
と
い
う
波
及
効
果
の
仮
定
に
は
限
界
が

あ
り
、
ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
包
括
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
よ
り
も
、
む
し
ろ
企
業
家
養
成

に
寄
与
す
る
傾
向
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
独
自
に
成

し
得
た
、
一
村
一
品
運
動
と
は
違
っ
た
意
味
で
の

「
成
功
」
と
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
を
明
示

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（ 

ふ
じ
お
か　

り
か
／
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア

フ
リ
カ
学
院
）
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